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高浜発電所２号機 第２４回定期検査の作業工程 

  
定期検査は、平成１９年８月１７日から約１１ヶ月の予定であり、以下の作業工程にて実施し

ています。 
 

   （平成２０年６月５日現在） 

平成２０年
６月

平成２０
年７月

平成19年
１1月

平成20年
１月～４
月

平成19年
１２月平成１９年８月 平成１９年９月 平成１９年１０月

平成２０年
５月

主

要

工

程

１次冷却材系統降温

解列（８月１７日）

原子炉容器開放

蒸気発生器伝熱管渦流探傷検査

２次系配管点検および取替

制御棒クラスタ動作検査時の動作不良に伴う点検・補修

蒸気発生器管台渦流探傷検査および超音波探傷検査

燃料取出燃料取出

起動試験

原子炉容器遮へい体設置工事

燃料装荷

原子炉容器組立

起動前弁点

原子炉容器開放

１次系弁・ポンプ点検

蒸気発生器１次冷却材入口管台溶接部での傷に伴う点検・補修

原子炉容器組立

燃料装荷
起動前弁点検

起動試験

出力上昇試験

１次冷却材漏えい試験

並列（６月８日）

総合負荷性能検査（７月上旬の予定）

１次冷却材漏えい試験

：主要作業予定

：その他作業予定

 
 

※：黒塗りは実績を示す。 

（参考）高経年化対策として実施する主な作業 

○燃料取換クレーン他ロッキングカム検査 

燃料取換クレーンおよび燃料ピットクレーンにおいて、燃料をつかむフィンガは

ロッキングカムとの連携により作動するが、連携部分（摺動部）はこすれにより摩

耗する可能性があるため、フィンガとロッキングカムとの隙間計測を行い、これら

の機能に係る健全性を確認した。 




